
農業農村工学系大学生のための見学会が開催されました 

研究推進部 研究推進室 後藤眞宏 

8 月 4日、(一社)土地改良建設協会が主催する農業農村工学系大学生のための技術研究所
見学会が当部門で開催されました。見学会には、北海道大学、茨城大学、東京農業大学、京
都大学、島根大学から 9名の学生(2 年生 5 名、3年生 2 名、修士 1年生 2名)が参加しまし
た。 

まず、遠心載荷実験棟において、施設工学研究領域 施設整備グループの本間研究員より、
「施設工学研究領域の研究紹介－大規模施設を中心として－」と題して遠心載荷装置の概
要、実験の方法など説明がありました。 
続いて、農業施設(スマート園芸施設)に移動して、資源利用研究領域 地域資源利用・管

理グループ土屋研究員から、「施設園芸の概要と研究－エネルギー・環境制御・施設構造－」
に関してヒートポンプ等を用いた農業用ハウス内の環境制御について説明がありました。 
そして、沿岸域防災実験棟では、水利工学研究領域 水利制御グループ福重研究員から、

「沿岸域減災研究棟紹介－津波実験施設－」について、沿岸域防災実験棟の必要性、これま
での災害との関連、干拓農地の模型の説明がありました。 
各実験施設では、参加学生から様々な質問があり、若手研究者が丁寧に回答していました。 

研究本館に移動して、藤原所長より来所の歓迎と、「農業農村工学へようこそ」と題して
農村工学の研究者への道筋、農研機構農工研での仕事やキャリアパスなどについて説明が
ありました。 

その後、9 名の学生が 2－3 名の 4 グループになり、農林水産省若手技官、安藤ハザマ技
術研究所、土地改良建設協会、農工研の 4 つのテーブルを 20分間隔で移動して、意見交換
を行いました。 
参加学生からは、就職までの手順、就職後の仕事・生活、研究テーマの選び方など幅広い

質問が寄せられました。 
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参加学生にとって、研究機関、農水省、民間研究所、ゼネコンまで、多様な分野で働く方

の生の声を聞くよい機会になったのではと思います。過去にもこのような見学会参加者が
就職した事例もあります。 
今後も、感染防止対策を講じながら、大学生はじめ高校生、中学生の見学も引き続き継続

して行きます。 
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